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拠点 稲瀬地区センター（江刺稲瀬

字谷地16-1察鯖35-4073）

稲
瀬
地
区
は
江
刺
地
域
の
西
北

部
に
位
置
し
、
北
は
北
上
市
、
西

は
北
上
川
を
挟
ん
で
金
ケ
崎
町
に

接
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
は
、
米
や
リ
ン
ゴ
の

先
駆
的
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
鹿し

し

踊
り
や
神
楽
な
ど

お
ど

の
民
俗
芸
能
の
ほ
か
、
安
倍
氏
の

拠
点
で
あ
っ
た
鶴
脛
柵

つ
る

や
県
内
最

は
ぎ
の
さ
く

大
級
の
窯
跡
で
あ
る
瀬せ

谷や

子
遺
跡

ご

な
ど
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
が

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史

と
風
土
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

稲
瀬
振
興
会
で
は
、
地
域
の
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
元
気
を

呼
び
起
こ
そ
う
と
、
青
年
部
主
催

の
「
い
な
せ
夏
ま
つ
り
」
を
開
催

稲瀬地稲瀬地区区

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
足

を
守
る
た
め
の
「
稲
瀬
ふ
れ
あ
い

タ
ク
シ
ー
」
の
試
験
運
行
や
、
地

域
農
業
を
守
り
育
て
る
た
め
に

「
稲
瀬
農
業
の
未
来
を
考
え
る

会
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

い
な
せ
夏
ま
つ
り

昨
年
７
月
、
稲
瀬
振
興
会
青
年

部
が
、
女
性
部
と
食
改
善
グ
ル
ー

プ
の
協
力
の
下
「
第
８
回
い
な
せ

夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
５
０
０
人
を

超
え
る
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
は
、
江
刺
の
ヒ
ー

ロ
ー
「
ヒ
ャ
ク
シ
カ
イ
ザ
ー
」
の

握
手
会
。
恒
例
の
流
し
そ
う
め
ん
、

と
す
け
も
の
、
お
も
ち
ゃ
・
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、
大
声
大
会
な
ど
楽
し

い
催
し
が
目
白
押
し
。
豪
華
な
賞

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
は
大
人
気

で
し
た
。

体
育
部
主
催
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、

歳
・

歳
年
祝
連
の

25

42

演
舞
の
ほ
か
、
消
防
団
第

分
団

20

に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
の
実
演
、
火

点
倒
し
、
子
ど
も
た
ち
の
消
防
車

乗
車
体
験
な
ど
、
消
防
団
員
と
の

交
流
も
行
い
ま
し
た
。

帰
省
し
て
い
る
人
や
地
区
外
か

ら
の
人
に
も
多
く
参
加
し
て
も
ら

い
、
最
後
は
花
火
の
打
ち
上
げ
で
、

い
な
せ
夏
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

稲
瀬
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

市
で
は
、
稲
瀬
地
区
の
交
通
空

白
地
に
お
け
る
地
域
住
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
予
約
型

タ
ク
シ
ー
「
稲
瀬
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
を
昨
年
４
月
か
ら
試
験
運

行
し
て
い
ま
す
。
当
地
区
と
岩
谷

堂
市
街
地
間
を
１
日
３
往
復
、
週

３
日
の
運
行
で
、
料
金
は
１
回
５

０
０
円
で
す
。
利
用
す
る
た
め
に

は
事
前
登
録
が
必
要
で
、
現
在
の

登
録
者
数
は

人
、
１
日
当
た
り

59

の
利
用
者
数
は
２
人
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
前
登
録
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
利
用
者
へ
の
直
接
聞
き

取
り
な
ど
を
行
い
、
利
用
し
や
す

い
環
境
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、

今
年
４
月
以
降
の
試
験
運
行
の
見

直
し
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

稲
瀬
農
業
の
未
来
を
考
え
る
会

稲
瀬
振
興
会
で
は
、
稲
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
に
掲
げ
る
「
地

元
の
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
３

年
に
江
刺
金
札
米
が
誕
生
し
て
百

周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会
を
捉
え
、

昨
年

月
に
「
稲
瀬
農
業
の
未
来

11

を
考
え
る
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

地
区
内
在
住
の

人
と
市
地
域
お

22

こ
し
協
力
隊
１
人
を
委
員
に
委
嘱
。

今
後
、
定
期
的
に
会
議
を
重
ね
、

陰
将
来
の
江
刺
農
業
の
構
想
隠
江

刺
金
札
米
百
周
年
記
念
事
業
韻
地

元
の
資
源
を
生
か
し
た
新
商
品
開

発
を
柱
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子どもたちに人気の流しそうめん

地域の足を守る「稲瀬ふれあいタクシー」

世代を超えたメンバーが稲瀬の農業を考えます

13（2020.3）

ありますが、コー

チや保護者に支

えられて懸命に

練習に励み、各

種大会で活躍し

ています。特に、

男子バレー部は

本年度の県新人

大会で準優勝と輝かしい成績を残しました。江刺東

中学校では、生徒一人一人が学習・部活動・地域ボ

ランティアなどに、積極的に取り組んでいます。

ؔ࣎ద岄ָस岈૱
本校では「人間としてのあり方や生き方を探究す

る」をテーマに、総合的な学習の時間に力を入れてい

ます。本年度は、先生方を対象とした総合学習の東北

大会で学校公開を行い、生徒が活動を発表しました。

総合学習の時間には、生徒同士での話し合いや、

さまざまな分野の方を講師とした職業講話を行って

います。また、施設見学を通じて関係者の話を聞い

たり、さまざまなことを体験したりすることで、自

分の生き方や職業選択について考えを深めています。

昨年度は「地域活性化」をテーマに取り組んだ３

年生が、江刺りんごを使用した菓子を作り、カワト

ク前などで販売

しました。生徒

たちは、地域の

抱える問題につ

いて真剣に考え、

自分たちができ

ることを実践し

ています。

江江江江江江江江江江江江江刺刺刺刺刺刺刺刺刺刺刺刺刺東東東東東東東東東東東東東中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学江刺東中学校校校校校校校校校校校校校校

江刺東中学校は、江刺地域の中心である岩谷堂か

ら北東へ車で約15分の距離にある中学校です。学

区の面積は江刺地域の約40％を占めています。昭和

53年に玉里、梁川、米里、木細工、広瀬の五つの中

学校が統合し、江刺東中学校が誕生しました。

昨年度は、多くの来賓、教職員ＯＢの皆さまにご

臨席をいただき、創立40周年記念式典と祝賀会を開

催しました。不来方高校音楽部に本校の卒業生が在

籍していたこともあり、記念事業として同校音楽部

のコンサートを企画しました。当日は、音楽部の皆

さんの心に響く歌声に魅せられた感動的なコンサー

トとなり、40周年に花を添えていただきました。

生徒は、保護者や地域の皆さまの多方面にわたる

温かいご支援をいただきながら、意欲的に学校生活

を送っています。部活動では、部員数が少ない部も

生徒数 93人
所在地 奥州市江刺玉里字後沢76-1 察36-2123

総合学習の取り組みを発表しました

創
立

周
年
を
祝
っ
て
行
わ
れ

40

た
記
念
式
典

今年２月、総合的

な学習の時間の活動

で、３年生が「江刺

牛＆江刺りんごグル

メラリー」に参加し

ている飲食店や主催

の方を訪問しました。

各店舗などを訪問し

た生徒たちは、試食や対話を通して江刺を盛り上げ

たいという多くの方の強い思いに触れてきました。

本校では、さまざまな取り組みを通して、今後訪

れるであろう急速な社会変化に対応できる生徒個々

の資質・能力の育成を目指しています。

特産品グルメラリーを体験

本校には希望者のボランティアで構成される「合

唱推進委員会」があります。毎年、地区の演芸会や

デイサービスセンターの夏祭りなどで、合唱を披露

しています。なかなか練習の時間がとれませんが、

昼休みを活用したり、個々にＣＤを持ち帰ったりし

て、練習に励んでい

ます。皆さんが楽し

めるような曲目を考

え、振り付けを工夫

して本番に臨んだ結

果、たくさんの方に

喜んでいただくこと

ができました。

地域のために合唱を披露

店舗で熱心に話を聞く生徒たち

大勢の前で合唱を披露しました

輝かしい成績を残した男子バレー部




